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はじめに
　初期作品と『人間喜劇』を併せれば100作品を超え、登場人物も2000を超えるバルザックの作
品においては、多くの人物がさまざまな形で死を迎えている。『谷間の百合』のモルソフ夫人、
ゴリオ爺さん、従兄ポンス、『村の司祭』のヴェロニックの死の場面などは、とりわけ印象的に
描かれている。そのうち本論では、主人公の女性が死に臨む『ざくろ屋敷』、『谷間の百合』、『村
の司祭』三作品を取り上げ、19世紀前半のフランスにおいて、人々がどのように死を迎え、教会
による秘蹟と典礼がどのように行われていたかを考察する（１）。
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の秘蹟から埋葬まで
　カトリック教会において、臨終を迎えた者は司祭を呼び、最後の罪の告白を行ったあと、臨終
の聖体を拝領し、「終油の秘蹟」を受ける。病人が息を引き取ると、親族、信者、司祭が柩のそ
ばで死者のために交代で祈り、通夜が行われる。葬儀の当日は、司祭が柩を迎えるところからは
じまり、「レクイエム（主よ、永遠の休息を彼らに与え、たえざる光を彼らの上に照らしたまえ）」
の入祭文にはじまるミサ聖祭、それに続き、故人の罪の赦しを神に祈る赦祷式、そして埋葬式が
行われる。
終油の秘蹟
　「終油の秘蹟」（２）（l’extrême-onction）とは、洗礼、堅信、悔悛、聖体拝領、品級（聖職に奉ず
る者の叙階）、婚姻とあわせて７つの秘蹟の一つであり、臨終の迫った人が司祭から聖油の塗油
を受ける儀式である。キリストは赴く先々で病人を癒し、罪を赦したが、12人の弟子たちにも人々
のもとに出かけて行って病人を癒すように命じた（３）。弟子たちは悪霊を払い、病人を癒す力を
授かり、「油を塗って多くの病人を癒した」（マルコ 6, 13）。「ヤコブの手紙」（5, 14-15）にも、「病
気の人は、教会の長老を招いて、主の名によってオリーブ油を塗り、祈ってもらいなさい」とあ
り、病者の癒しが実践されている。キリストとその弟子たち、そして古代教会においては病気の
癒しと罪の赦しを願う行為であったが、８世紀頃から「臨終の迫った人がよい死を迎えられるよ
う準備するための儀式とみなされるようになり、終油（extrema unctio）と呼ばれるようになっ
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た」（４）。塗油を授けるのは司教か司祭であり、使われる油は司教が毎年復活祭前の聖木曜日に祝
別したオリーブ油とされている。司祭は病者の眼、鼻、口などに聖油を塗り、病者の罪が赦され、
霊魂が強められることを祈る。この塗油と祈りによって、病者が「神の慈悲に対する深い信頼」（５）
へと立ち返り、罪の赦しを得て平安のうちに死を迎えることを助けるための秘跡である。
１．ヴィレムセンス伯爵夫人（『ざくろ屋敷』1832）
　「私生活情景」に収められる『ざくろ屋敷』は、トゥール近郊のサン＝シール村を舞台にした
悲しくも美しい短編小説である。王政復古期、ヴィレムセンス夫人と名乗る女性が子供二人を連
れてロワール河沿いの小さな館に移り住む。このように身を隠さなければならなくなった背景は
物語の中では伏せられており、ヴィレムセンス夫人、本当の名はブランドン夫人が再登場人物と
して『人間喜劇』の他の作品に描かれる内容から推測するしかない（６）。
　オーギュスタ・ブランドン夫人（1783か1784～1819か1820）は英国貴族ブランドン卿の妻であ
るが、それは「冷え切った結婚」（７）であった。彼女が愛する男性は、ダッドレー夫人の策略でブ
ランドン卿から決闘を挑まれ、彼女の名誉と命を救うため決闘に臨み殺されてしまう。ブランド
ン夫人は恋人との間に生まれた二人の息子を連れ、夫のもとを去る。サン＝シールの小さな館を
終の住処に選び、旧姓のヴィレムセンスを名乗って移り住んだとき、彼女はすでに死の病におか
されており、日に日に衰弱してゆく。死が迫ったある晩、彼女は14歳の長男ルイを呼び、自分の
死後果たすべきことを託す。まず、出生証書の保管場所を示し、次に母の死後投函すべき手紙を
筆記させる。
「伯爵閣下、ご令室レディ・ブランドンはアンドル＝エ＝ロワール県トゥール近郊サン＝
シールにて逝去されました。ご令室は閣下を赦されました。」
宛名にはロンドンの住所を書かせ、「私の死んだ日にトゥールでその手紙を出してもらう」よう
言いつける。
　最後に、わが子に残してあげられる財産も１万２千フランしかもたない母は、ルイにこれから
どう生きてゆくつもりか訊く。「お母さん。そのことは僕も考えていたんです」と切り出し、弟
マリーをトゥールの学校へ連れて行き、老召使いに１万フランを渡し、弟の世話を頼むつもりで
あること、自分は残った２千フランを持ってブレストに行き、見習い水夫として船に乗り込み、
やがては海軍大尉になるつもりであること。いつのまにか立派な大人になっていた息子の言葉を
聞き、また、息子の魂に父親の高貴な魂を見出した彼女は、深い安堵と喜びに包まれ、ついに臨
終のときを迎える。母はルイに司祭を呼ぶように言い、ルイから知らせを受けた老召使いのア
ネットがサン＝シールの司祭館に駆けてゆく。
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翌朝、ヴィレムセンス夫人は心に沁みる飾りつけのさなかで秘蹟を受けた。子供たち、アネッ
ト、すでに家族の一員になっていた純朴な小作人の家族がひざまずいていた。銀の十字架は
つつましい侍者の子供──村の侍者の子供なのだ！──が抱え、ベッドの前に掲げられてい
た。死にゆく母に老司祭がヴィアティック（臨終の聖体）を授けた。ヴィアティック！言葉
も崇高ながら、その観念はさらに崇高で、ローマ教会の使徒伝来の宗教のみが有するもので
ある。
「この方はずいぶんと苦しまれました！」と、主任司祭は素朴な言葉で言った。（８）
ヴィレムセンス夫人の臨終においては、村の司祭一人と、死にゆく人の前で十字架を掲げる侍者
の少年一人が立ち会っている（９）。語り手が注意を喚起している「ヴィアティック」という語は、
旅人に与える金銭や蓄えを意味するラテン語« viaticum »（via, chemin）から来ており、カトリッ
ク典礼においては、死にゆく人に授ける聖体拝領の秘蹟を意味する。つまり、死者が死出の旅立
ちに携えて行く路銀として、キリストの体としての聖体のパンを授かり、天国に向かう大旅行に
必要な糧を受け取るのである（10）。ここでは「終油の秘蹟」という言葉は使われていないが、臨
終の聖体拝領は、病人の状態なども考慮し、終油の秘蹟の前か後に授けられるものであるため、
塗油の秘蹟もあわせて行われたことが読み取れる場面となっている。また、司祭の「この方はず
いぶんと苦しまれました！」という言葉は、秘蹟の前に行われた罪の告白を示唆するものでもあ
る。
　子供たちに見守られ息を引き取った夫人は、アネットと小作人の妻に目をふさいでもらう。二
人はみなを部屋から出し、家具を取りのけ、死者に経帷子を着せてベッドに寝かせる。そして、
ベッドのまわりにろうそくが灯され、「この土地の習わしに従い、聖水盤とツゲの枝と十字架
像」（11）が並べられる。やがて夜になると、ルイと一緒に祈りの夜を過ごすため助祭がやってくる。
　翌朝、子供たちとアネット、小作人の妻だけに付き添われて埋葬が執り行われる。母の柩に土
がかけられると、幼いマリーははじめて泣く。幼くて母の死がわからなかった彼も、もう会えな
いということを子供ながらに悟ったのである。墓の上には何の飾りもない十字架が立てられ、サ
ン＝シールの司祭の手になる碑銘が掲げられる。
ここに薄幸の女眠る
享年36歳
天における名はオーギュスタ
彼女のために祈りたまえ！（12）
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ブランドン夫人は、バルザック自身の構想の中で「罪の女」に分類されているが（13）、罪を犯し
た身でありながらも、母として、貴族として、キリスト教徒として死に備え、夫を赦し、世を去
る女性であり、サン＝シールの司祭は彼女に臨終の秘蹟を授け、あわれみ深い墓碑銘を刻み、冥
福を祈っている。「罪の女」の物語に分類された作品でありながら、この小さな作品から溢れ出
てくるのは、佐野栄一氏が指摘しているとおり「己が運命を引き受けた一途な少年の美しさと悲
しさ、その少年を残してまるでろうそくが燃え尽きるように死んでゆくまったく同じように一途
な貴族夫人の美しさと悲しさ」（14）である。
２．モルソフ伯爵夫人（『谷間の百合』1835）
　『村の司祭』と並び「田園生活情景」４作品の一つである『谷間の百合』は、バルザックの生
地トゥーレーヌ地方の美しい自然を背景に、モルソフ伯爵夫人（1785-1820）と青年フェリック
ス・ド・ヴァンドネス（1794-）の愛と霊肉の葛藤を描いた物語である。癇癪持ちで偏執狂の夫
モルソフ伯爵（1769-）に苦しめられ、病弱な二人の子供をたえず気に病む生活の中で、ある日
現れたフェリックスとの深い心の交流を唯一の支えとしていた夫人であったが、フェリックスが
パリでイギリス人のダッドレー夫人に心を移したことを知り、激しい嫉妬と苦悩から死の病に蝕
まれてゆく。
　1817年、32歳まで、モルソフ夫人の聴罪司祭は徳の高いドゥ・ラ・ベルジュ神父であった。こ
の人物はピエール＝ガスパール・ラ・ベルジュ（1735-1826）という実在の聖職者から取られて
いる。アンジェ近郊のシャロシェ修道院のシトー会修道士で、革命期には国民議会による聖職者
市民基本法への宣誓を拒否する宣誓拒否司祭（réfractaire）としてトゥールに避難し、ナポレオ
ン一世の政教協約によりカトリック信仰がフランス人大多数の宗教として認められると、助任司
祭、ついで名誉参事会員となった人物である（15）。この人物から名前と雰囲気を借りたラ・ベル
ジュ神父は、モルソフ夫人が長年心を打ち明けてきた人物であり、この老司祭の死後、「厳格な
方ではありましたが、あの方の使徒的な力強さをいつまでも懐かしく思うことでしょう」（16）と夫
人は語っている。
　ラ・ベルジュ神父の死後、代わりに聴罪司祭となるのがフランソワ・ビロトー神父（1766-）で、
この神父がモルソフ夫人の臨終まで寄り添うこととなる。革命前に司祭に叙階されたビロトー神
父もまた宣誓拒否司祭として、ギヨチンの危険にさらされながら身を隠して過ごしたが、カト
リック信仰の復活によってトゥールのサン＝ガシアン教会の助任司祭に任ぜられる（17）。新しく
聴罪を引き受けてくれたビロトー神父に会ったモルソフ夫人は、彼を「まるで天使のようにお優
しい方で、本当ならお叱りになるところを同情なさるような方なのです」（18）とフェリックスに伝
えている。
　1820年10月の寒い朝、誰からも連絡をもらえず、モルソフ夫人の病気を知らずにいたフェリッ
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クスがようやくクロシュグルドの館に駆け付けたとき、35歳の夫人はすでに死の床についていた。
館に入る前に、ドミニス神父を庭で見かけたフェリックスは、夫人の容体を尋ねる。ドミニス神
父は、幼いジャックの家庭教師をつとめ、モルソフ家に親しく出入りしている人物であり、ビロ
トー神父とともに臨終に立ち会う人物である。神父たちも、子供たちも、一家の母の不幸の原因
がフェリックスにあることを承知しているが、フェリックスに問いかけられた「この聖なる男」
の声とまなざしは、心の傷を刺激せず、優しくいたわるものであった。彼によれば、モルソフ夫
人は病気が進むにつれて優しさを失い、とげとげしい言葉や不平をぶつけるようになっていたが、
すぐに後悔し、霊肉の激しい闘いを繰り返しているのであった。「奥様はたしかにつまずかれます。
しかし足を踏み外されるたびに、立ち上がって、より高く天へと向かわれるのです。」次々に知
らされる事実に激しく心揺さぶられたフェリックスが、「この手折られた美しい百合の花が、天
国でふたたび花開かせると思われますか？」と尋ねると、神父は答える。
「あなたがここを去られたとき、奥様はまだ花のようでした。しかし今お会いになれば、苦
悩の火に焼き尽くされ、浄められ、それこそまだ灰の中に埋もれているダイヤモンドのよう
に清らかなお姿をご覧になるでしょう。そうです。この光り輝く霊、この天使のような星は、
やがて燦然と雲間を抜けて、光の王国へと入って行かれることでしょう。」（19）
　私は感謝に胸をつまらせながら、福音を告げるこの男の手をにぎりしめました。（20）
この言葉に力を得てフェリックスは館に足を向けるが、彼の訪問を知った夫人は彼を待たせ、そ
の間に身なりを整え、病床の器具類を片付けさせ、花を飾らせる。一方ビロトー神父はフェリッ
クスを脇に呼び、面会にあたっての忠告を与える。「この世には、神が優しさと素朴さの衣を着せ、
忍耐と慈悲とを与えて、あらかじめご自分のものとされる人間がいる」が、ビロトー神父はまさ
にそうした人間の一人であるとフェリックスが言う、その神父の言葉は次のようなものであった。
彼は二人を会わせまいとして、できる限りのことをしてきたこと、それは聖女のような方の救い
がそれを必要としていたためであること、今二人が面会するにあたり、同席して二人を守るつも
りであること、こうしてあの方のためにお願いしているのは、「神父としてではなく、つつまし
い一人の友人として」であり、二人に悔恨の種を播かせまいとする友人としてであること。神父
はまた、これまであの方の苦しみを家族に見せまいとして、ドミニス神父と二人で宗教上のつと
めを果たしてきたのであり、フェリックスにはあの方が天国に向かう手助けをしてもらいたいこ
と、「聖女のようなあの方が、疑いを抱いたまま、絶望の言葉を漏らしながら死ぬようなことは
あってはならない」ことを説く（21）。
　こうしてフェリックスが対面したアンリエットは、飢餓の苦しみに加え、フェリックスの訪問
を受けた昂奮と、彼を迎えるため急いで飾らせた花の香りにも神経を刺激され、錯乱した言葉と
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行動で彼を困惑させる。しかしその後、臨終の苦しみを和らげようとする医師の処方で全身に阿
片をすりこんでもらうと、落ち着きを取り戻す。病人の部屋にもどったフェリックスは、穏やか
に横たわるアンリエットを見出す。「このとき、肉体はいわば無に帰しており、ただ魂だけが、
嵐のあとの澄み切った空のように穏やかなその顔を満たしていました。」そして、ドミニス神父
とフェリックスは、アンリエットを見守る天使たちの存在を感じ、無言のうちに互いの感動を伝
えあう。貞潔そのものの高貴な顔は天使の剣に照らされ、「彼女を守護する熾天使の見えざる香
炉のもとで」、顔の線は荘厳になり、死に近づいたことを示す鈍く冷たい白さに変化する。マド
レーヌが母の呼吸に自分の呼吸を合わせ、「さながら聖域の門にたたずむ天使のように」母のそ
ばに寄り添っていたそのとき、「村の鐘楼で鳴るお告げの鐘（アンジェルス）」が聞こえてくる。
柔らかな風にのって、波のように伝わるその鐘の響きは、同性の罪をあがなった女性に天使
がかけた言葉を、今このとき、キリスト教徒全員が復唱していることを私たちに告げ知らせ
ているのでした。この夕べ、アヴェ・マリアの祈りは天国から送られてきた祝詞のように思
われました。（22）
処女マリアは、イヴにはじまる女性の罪を完徳と純潔によってあがない、聖霊によってキリスト
を受胎する女性として選ばれた。マリアに受胎を告知する大天使ガブリエルの祝福の言葉（ルカ
1, 28）と、マリアを迎えるエリザベトの喜びの叫び（ルカ 1, 42）に、カトリック教会のマリア
への祈りが加わったものが〈アヴェ・マリア〉である（23）。
めでたし、聖寵みちみてるマリア、主おん身とともにまします。
おん身は女のうちにて祝せられ、
ご胎内のおん子イエズスも祝せられたもう。
天主のおん母聖マリア、罪人なるわれらのために
今も臨終のときも祈りたまえ。
〈お告げの祈り〉は、この〈アヴェ・マリア〉の間に受胎告知（ルカ 1, 26-38）の場面とキリス
トの受肉の秘儀を伝える次の詩句が挟まれたものである。
主の御
み
使
つか
いの告げありければ、マリアは聖霊によりて懐胎したまえり。
われは主のつかいめなり。仰せのごとくわれになれかし。
しかして御言葉はひととなりたまい、われらのうちに住みたまえり。
天主の聖母われらのために祈りたまえ。
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キリストの御約束にわれらを適わしめたまえ。（24）
ミレーの〈晩鐘〉（L’Angélus, 1857-1859）でも有名なこの祈りが、まもなく訪れる死の「あまり
にも明らかな前ぶれ」となり、みなが泣き崩れる。「夕べのざわめき、葉むらをすぎるそよ風の
調べ、小鳥たちの最後のさえずり、虫たちの歌と羽音、水の声、悲しげな雨蛙の叫び──野にあ
るすべてのものが、この谷間のもっとも美しい百合に別れを告げて」おり、アヴェ・マリアの「宗
教の詩と、これら自然の詩とが一つになり、旅立ちの歌を切々と歌いあげているのであった」（25）。
召使いたちが互いに身を寄せ合い、ひざまずいてひたむきな祈りを唱える中、ベッドのそばで病
人の手をとっていたデランド医師の合図で、「教会の最後の秘蹟を授けるときが来た」ことを知り、
ビロトー神父はサッシェの主任司祭を呼びにやる。夜の９時に彼女は穏やかに目を覚まし、「驚
いた、しかし優しい目で」人々を眺める。「母から子供たちへ、子供たちから母への、胸をかき
むしられるような口づけが交わされ」たあと、みな部屋を出て「病人の最後の告解」が行われる。
臨終にあたって生涯の罪を告白する「総告解」（confession générale）は１時間にわたって行われ、
それが終わり、ビロトー師の合図でみなが部屋に戻ると、彼女は「高貴な魂をもった女性が抱く
ある種の考えにしたがって」、屍衣として用いられるはずの衣を身につけていた。彼女には、臨
終の秘蹟を受ける前に果たさねばならないことがあった。
　ビロトー神父とフェリックスが立ち会う中、伯爵は夫人の合図で腰を下ろす。彼女は召使いの
マネットに助けられて立ち上がり、驚く伯爵の前にひざまずく。マネットが出てゆくと、伯爵の
膝にもたせかけていた頭をあげ、夫への謝罪の言葉を述べる。いつも忠実な妻として振る舞って
はきたが、ときおり妻としてのつとめに背いたかもしれないこと、家族以外のある人に深い好意
を寄せていたこと、人の世の掟からみれば、身持ちを保ち、何の落ち度もない妻ではあったけれ
ど、思いの中に雲がよぎることがあったこと。けれども心から伯爵を愛し、汚れない身で死んで
ゆくこと。こうしたことすべてを赦してもらい、伯爵から祝福の言葉をかけてもらうことができ
れば、何の悲しい思いもなく死んでゆけること──。伯爵は妻の頭上に涙を降り注ぎ、その額に
清らかに口づけし、自分のほうにこそ非があったのであり、夫人はつまらないことを気に病んで
いるだけだと言う。夫人は、夫への最後の願いとして、フェリックスに死後に読んでほしい手紙
を渡すことを許してもらう。そしてフェリックスに向かっては、あらぬ期待を抱かせ悲しい思い
をさせたことについて赦しを乞う。ここで力を失った彼女は、教会の人々、子供たち、召使いた
ちを部屋に入れ、召使いたちに向かって、ときどき邪慳に扱ったことについて、また、この一か
月、耐えがたい苦痛のためにたびたび不平の言葉を口にしたことについて赦しを乞う。最後にビ
ロトー神父には、人の世の空しさを教えてくれたことへのお礼が、胸に沁みわたるような口調で
述べられる。
　彼女が語り終えると祈りがはじまり、ついでサッシェの主任司祭が終油の秘蹟と臨終の聖体を
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授ける。やがて呼吸がもつれ、フェリックスに最後の視線を投げると、一同に見守られ、一斉に
上がった嗚咽をおそらく耳にしながら死んでゆく。そのとき偶然に、二羽の小夜鳴き鳥が独特の
音色で互いに鳴き交わし、優しい呼びかけのように響きわたる。
　伯爵とフェリックス、ビロトー神父とドミニス神父、サッシェの主任司祭は、ろうそくに照ら
された亡き人のかたわらで通夜をし、その翌々日、すがすがしい秋の朝方に、柩はサッシェ村の
墓地へと運ばれてゆく。それは教会の裏手の小高い丘に設けられたつつましい墓地だった。柩を
運ぶ彼らのうしろには、あたりから駆けつけた実に多くの村人が続いたが、「夫人はこの谷間に
おびただしい善行の数々を人知れず埋もれさせていた」のであった。裸の子供たちに服を着せ、
貧しい夫婦には時に応じて雌牛を贈り、身体のきかぬ老人には麦を届けさせ、「要するに、キリ
スト教徒と、母親と、館の女主人としての慈善」を施していたのである。それはまた、「他者の
幸福というものは、もう自分が幸せになれない者にとっては何よりの慰めなのです」と語ってい
た女性の心優しい贈り物なのだった。教会は人であふれ、死者のためのミサが行われたのち、裏
手の墓地に向かい、柩はつつましい十字架のもとに葬られる。彼女は「キリスト教徒の謙遜の心
から、野良で働く貧しい女のように、何の飾りもない黒い木の十字架の下に葬ってほしい」と望
んでいたのであった（26）。
３．グララン夫人（『村の司祭』1837-1845）
　「田園生活情景」に分類される『村の司祭』は、贖罪の心から慈善事業を行ったヴェロニック・
グララン（1802-1844）を主人公とする物語である。ヴェロニックを主人公とするこの作品が、『村
の司祭』と題されているのは、当初の構想では、聖職者の慈善事業を主題とした作品にする予定
であったものが、執筆を進めるうちに、ヴェロニックの贖罪のほうに重点が移っていったという
事情がある（27）。同じく「田園生活情景」に収められる『田舎医者』（1832-1833）において、村医
者による貧しい村落の救済を描いたように、当初はカトリック司祭による慈善事業の物語を企図
していたのである。やがて、ボネ神父の慈善事業を支援し、導いてゆく役割を担う彼女の生涯に
光が当てられ、最終章の第５章「ヴェロニックの死」では、公開懺悔、終油の秘蹟、聖体拝領、
そして埋葬までが描かれている。ヴェロニックが主人公とはなったが、ボネ神父は聴罪司祭、魂
の導き手として最後まで彼女に寄り添う存在である。
生いたち～公開懺悔まで
　『村の司祭』の冒頭では、ヴェロニック・グラランの生い立ち、家庭環境が詳細に描かれており、
その後の慈善事業と臨終の場面を理解する上で欠かせない部分となっている。オーヴェルニュ生
まれの父ソーヴィアは、リモージュに屑鉄商の店を構え、1797年、同じくオーヴェルニュ生まれ
の鋳物屋の娘と結婚する。50代と30代で結婚した二人に1802年の５月、ヴェロニックが生まれ、
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乙女マリアにもたとえられる美しい少女に成長する。その美しさは11歳の時にかかった天然痘の
痕によって失われてしまったが、両親の娘への愛情はそのことによっていっそう深まるのだった。
語り手は、両親がきわめて信心深い人物であったということに注意を喚起している。まず、「使
徒の中でもっとも粗野で、もっとも庶民的で、もっとも抜け目ない」聖ペトロの風貌にたとえら
れる父親は、革命の真っただ中でも主日と祝日の行事を守り、非宣誓司祭（prêtre non asser-
menté）のミサを聞きに行ったために首を刎ねられそうになったこと。ついには、ある司教の逃
亡を助け、命を救ったという廉で投獄されるが、やすりと鉄格子にかけてはプロであった彼は脱
獄に成功し、欠席判決によって死刑を言い渡されたのち、出頭して判決の無効を要求することも
なく死刑囚として死んだこと。妻のほうも信心深い心を持ち、吝嗇家の夫婦も、宗教の呼びかけ
る声にだけは譲歩し、教会で配るパンの寄進や、献金にはきちんと応じ、祝日には花を飾り、野
外に建てられる仮祭壇の設置に協力するのだった。ヴェロニックの家庭教師には、愛徳姉妹会（28）
のオーヴェルニュ出身の修道女がつけられ、読み書き、聖書、公教要理、算数が教えられた。両
親の愛情に包まれ、敬虔で善良で働き者の娘に成長したヴェロニックは、夕べには読み書きので
きない両親に『聖者伝』や『伝道書簡』を読んで聞かせ、両親は「商売と信仰以外のことには鈍
い頭を一生懸命働かせて」娘の語る物語に聞き入るのだった（29）。
　1823年、21歳のヴェロニックはリモージュの大銀行家グラランと結婚するが、この結婚がもと
で不幸に陥り、その後はただ信仰心に支えられ、町の司祭たちと相談し合いながら貧しい人々に
善行を施すことに専心するようになる。1829年、司祭から世話を託されていたフランソワ・タシュ
ロンが強盗殺人事件を起こし、この若者は共犯者の名について固く口を閉ざしたまま死刑に処さ
れる。愛する人妻とアメリカに逃れるために強盗を企て、思いがけず現場で目撃されたゆえ、や
むなく殺人を犯したと見られていたが、この青年がそれほど夢中になって罪を犯す原因となった
情熱の対象は、実はグララン夫人だった。タシュロンの死刑執行の日、ヴェロニックはタシュロ
ンの子を出産する。衰弱していたヴェロニックであったが、モンテニャック村のボネ神父から不
毛な土地の灌漑工事計画を聞かされると、この事業に身を投じることで罪の償いを果たして行こ
うと決心する。
公開懺悔
　タシュロンの死後、身動きするたび肌に刺し傷をこしらえる馬の毛の苦行帯──彼女を診察し
ようとしたビアンション医師に「何だって、この19世紀にまだそんな恐ろしいことが行われてい
るなんて！」（30）と言わせた苦行帯──を13年にわたって身につけ、一片のパンとゆでた野菜のみ
の食事で生きてきたヴェロニックの死は、1844年、42歳の５月に訪れる。秘密を守り、犯罪人と
して人々に罵られながら死んだタシュロンに対し、自らは善行と美徳によって讃えられ、人々を
欺いたまま死ぬことはヴェロニックにはできない。「公開懺悔」という19世紀フランスの習慣に
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はない厳しい償いを望み、「私の過ちは公開懺悔によってしか償うことはできないでしょう」と
訴えるヴェロニックに対し、大司教はこう答える。公開懺悔は時代の変化にあわせ秘密に行う懺
悔に変更させられたのであり、現代において公開懺悔を求めることは教会の戒律以上のことを求
めることになる。これまで耐えてきた苦しみで十分であるから、安らかに死につきなさい、と（31）。
この説得に満足せず、ヴェロニックはさらに熱を込めてこう答える。
「けれども、この罪ある女の願いは、天空の星と同じ数だけいる聖人や殉教者や信仰告白者
で天国を豊かにした、あの初代教会の掟に適ってはいませんでしょうか？“互いに罪を告白
し合いなさい”と書いたのはどなたでございましょう？（32）救世主様の直接のお弟子たちで
はございませんか？ ひざまずいて、公に私の恥を告白させてくださいませ。それが、世間
に対する、そして私の過ちのために追放され、途絶えかかっている家族に対する、罪の償い
となるのです。私の慈善が捧げものではなく、負債なのだということを、世間の人々は知る
べきでございます。のちになって、私の死後、何かの手がかりから私を覆い隠している虚偽
のヴェールが剥ぎ取られたら？……　ああ、そう考えただけで命が縮まるようでございま
す。」（33）
なおも反対する大司教に対し、最後にはヴェロニックの聴罪司祭であるボネ神父が後押しする。
４年前から彼女の悲願を聞き、反対し続けてきたボネ神父は、彼女の熱烈な悔悛の思いを代弁し、
ついに大司教は例外的な許可を与える。ヴェロニックは、完全な贖罪ができるという思いから、
幸福に満ちたほほえみを浮かべる。「彼女のうちのすべてが清らかになり、明るく」なり、「その
顔には、彼女を取り囲む守護天使たちの炎の剣が反映しているかのようだった。」安堵したグラ
ラン夫人は数時間眠りにつくが、夜明けには目を覚まし、最後の日の出を見るために窓を開けさ
せる（34）。
　午前10時、教会の人々がグララン夫人の部屋に入ってくる。まず、大司教、ボネ神父、モンテ
ニャック村の聖職者たちに加え、近隣の村の聖職者たち。次に赤と白の式服を着た８人の侍者の
子供たち。彼らはそれぞれブロンズの燭台を持ち、ベッドから広間まで二列に並んでいる。この
燭台は金箔を張った大きなもので、彼女がパリから取り寄せたものである。そして二人の白髪の
堂守。彼らは祭壇の両側に立ち、それぞれ十字架と教会の旗を支え持っている。
　儀式の舞台装置は、グララン夫人が愛する小教区に寄進した立派な備品で美しく飾られている。
また、献身的な人々が聖具室から運んできた木の祭壇が広間の入り口のそばに置かれ、司教がミ
サをあげることができるよう飾りつけがなされている。「元来王家の人々にしか与えられないこ
うした教会の処遇」を見て、グララン夫人は胸を震わせる。館の一階は参列者で埋めつくされて
いるが、友人たちは前列に陣取り、ほかの者たちに告白が聞かれないよう配慮していた。友人た
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ちの嗚咽もまた、告白者の声をかき消す効果があった。
　11時にミサが始まる。新約聖書の書簡が一人の司祭によって読み上げられたあと、大司教は「心
に沁みる司教らしい威厳を込めて」、この家の女主人が、「この小教区に属する不幸な子の復権」
のため、臨終聖餐を受けるに値する者となるため、教会の慣例には反するが初期キリスト教では
行われていた公の告白を行うことを告げる（35）。意志の力でのみ生きている女は老いた母親と司
祭──肉体の母と、霊的な母である教会──に支えられて人々の前に出、クッションの上にひざ
まずき、手を組み合わせ、思いを凝らしたあと、口を開く。人々は自分に対して誤ったイメージ
を持っており、それをそのままにしておいては安らかに死ぬことができないこと、今公に罪の告
白をすることで、赦しを受けるにふさわしい女になろうとしていること（36）。そして、タシュロ
ンをどのように罪と犯罪に追いやったか、彼が自分をかばうため黙秘のうちに断頭台で若い命を
終えたことを告白する。
「今こそみなさまもおわかりでございましょう。ここでの行いに対して、私は称賛にも祝福
にも値しないのでございます。私は天のために、人に知られぬ激しい悔悛の生活を送ってま
いりました。それは天が認めてくださいますでしょう。人に知られた私の生活は、私が引き
起こした不幸に対する大きな償いだったのです。」（37）
最後に彼女は、タシュロン裁判で手腕を振るった検事長ド・グランヴィルへの激しい憎しみに打
ち克ったことを告げる。自分の果たしてしまった悲劇的役割を理解した検事長の、涙で一杯に
なった顔に出会い、あとを続けられなくなった彼女が顔をそむけたとき、嗚咽の合唱が沸き起こ
る。これほど多くの同情に心打たれ、参席者全員による赦免の慰めに耐えきれず、気を失った娘
を、老いた母親は抱きかかえ運んでゆく。
　大司教の「このような大いなる悔悟のため、神の慈悲を乞うべく、ミサ聖祭を捧げることにし
ます」という言葉とともに、ミサが再開される。ミサを聞くヴェロニックの表情には、深い満足
の色が現れ、公開懺悔の効果は、「来世の黎明がすでに彼女の顔に明け染め、天上の色合いで金
色に彩っていた」というその表情や、「彼女はおそらく神秘的な調べを聴いていた」という描写
にあらわれている。ボネ神父がベッドのそばにきて、罪障消滅の宣告をし、終油の秘蹟が行われ
る（38）。
終油の秘蹟
　罪の赦しを得たヴェロニックに、大司教は「父親のような気持ちを込めて」聖油を授ける。そ
の様子は「この迷える羊、だが戻ってきた羊が彼にとっていかに大切な存在であったか」を人々
に示すものであった。
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司教は、聖なる塗油によって、あれほどの悪を引き起こしたこの目を地上の事柄に対して閉
ざし、あまりに雄弁であったこの唇に教会の封印を押した。邪悪な思いが吹き込まれたその
耳も永遠に閉ざされた。悔悛の苦行によって弱まっていたあらゆる感覚がこうして聖化され、
悪霊もこの魂に対しては力を失ったにちがいなかった。（39）
終油の塗油は、目、耳、鼻、口、手、足に聖油で十字を印しながら行われ、十字を印すとき司祭
は「この聖
とうと
き塗油と主の慈悲とによりて、汝が視覚（聴覚、嗅覚、口、触覚）にて犯せし罪を赦
したまわんことを」と唱える（40）。ヴェロニックの目と唇と耳も（そしておそらく鼻、手、足も）
聖油によって封印され、地上の事柄に対して肉体が封印されると、最後の聖体拝領が行われ、彼
女は「希望と喜びに満ちた表情でイエス・キリストの体」、キリストの象徴としてのパンを口に
受ける（41）。そこでヨハネ福音書が朗読される。それは、終油の秘蹟のあと唱えられるという、
キリストが死を目前にして人々に最後の愛を示した第17章であろうか（42）。それを聞きながら、
罪を赦された母は息子を祝福する権利が与えられたと考え、息子をそばに呼び、祝福を与え、息
を引き取る。老いた母親は「あれほど苦しんだ娘の両眼を閉じ、片方ずつに口づけをした。」そ
れから司祭全員がベッドを囲み、〈深き淵より〉を歌う。
ろうそくのきらめく光のもとで、彼らは恐ろしい〈深き淵より〉の歌を歌い出した。その大
きな響きは、城館の前にひざまずいている住民全員に、室内で祈っている友人たち、すべて
の召使いに、この村の母が息を引き取ったことを知らせた。この聖歌に、人々全員の嗚咽と
涙の伴奏が加わった。（43）
〈深き淵より〉（De profundis デ・プロフンディス）は死者の柩を迎える司祭が最初に唱える祈
りである。詩篇129（44）から取られたこの祈りは、「深きところ（profundum）から（de）」という
冒頭の言葉が陰府を連想させることから、悔い改めの祈り、とくに葬儀に用いられるようになっ
たという（45）。埋葬の日、司祭が死者の家に行き、柩に聖水をかけたあとに唱えられるほか、死
者のための晩課と賛課、またそれ以外の機会にも唱えられ、歌われる祈りである。
主よ、われ深き淵より主に叫びたてまつれり。
主よ、わが声を聞きいれたまえ。
願わくは、わが願いの声に御
おん
耳
みみ
を傾けたまえ。
主よ、もし不義に御
おん
目
め
を留めたまわば、主よ、たれかよく立つことを得ん。
されど主に御あわれみあるにより、また主の御いましめのために、
59バルザックにおける終油の秘蹟
主よ、われは主に依り頼めり。
わが魂は主の御
おん
言
こと
葉
ば
に依り頼み、
わが魂は主に希望せり。
朝より夜にいたるまで、イスラエルは主に希望すべし。
そは主の御
おん
許
もと
にあわれみあり、また豊かなるあがないあればなり。
主は御みずからイスラエルを、そのすべての不義よりあがないたまわん。（46）
この詩篇の前半で「罪の惨めさから発せられる苦しみの叫び」が歌われているとすれば、後半で
は「解放への平静な信頼」が表明されており、フェデリコ・バルバロが指摘するとおり、「償い
というより希望の歌」であり、「あがない主への信頼をこめた祈り」となっている（47）。この場面
で「恐ろしい〈深き淵より〉の歌」と言われているのは、「陰府を連想させる」冒頭のイメージと、
ヴェロニックが息を引き取ったという事実を暗示するこの歌の機能とによるものであろう。この
歌が村人たちにヴェロニックの死を伝える役割を果たし、モンテニャックの農民たちと近隣の村
の農民たちがやってきて、「緑の小枝」を使い、自分たちの恩人への「祈りと涙の入り混じった
最後の別れ」を告げる。緑の小枝は、聖水に浸して柩に水を振りかけるために使われるもので、
さわやかな聖水が祈りのように死者の霊魂を慰め、清めてくれるのである。
　ヴェロニックの埋葬は二日後に行われている。検事長とグロステットと大司教と村長が、黒い
布の四つ隅を持って柩を墓地へと運び、深い沈黙の中、墓穴に降ろされる。みな目を涙で一杯に
し、彼女が切り開いた道を帰りながら「あの方は聖女でした！」と口にする。老いた母親は、「地
上であれほど荒々しく引き離され、煉獄で同じ悔悟によって結ばれた二人を一緒に」眠らせてあ
げたいとひそかに願い、グララン夫人の遺体はタシュロンの墓のそばに埋葬される（48）。
＊　＊　＊
　以上、19世紀前半のフランスにおける臨終の場面を見てきたが、最後に三作品の再読をとおし
て浮かび上がった特色をまとめておきたい。
１．地方性
　今回取り上げたのは、地方でそれぞれに信仰生活を送る三人の女性の臨終の場面であった。ブ
ランドン夫人とモルソフ夫人はバルザックの生地のトゥール近郊、グララン夫人はフランス南西
部リモージュ近郊の村であり、信仰生活の根付き方、典礼の形式、司祭とのつながりなど、パリ
やほかの地域とは風習の異なる点がいくつもあることだろう。グララン夫人が信仰の篤いオー
ヴェルニュ出身の両親と家庭教師に育てられていることも、彼女の精神形成の特殊性を示すもの
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である。彼女の死にあたって、別れを告げにきた村人たちが緑の小枝で聖水を振りかける場面が
あるが、これは地方ではよく見られる風習で、グルノーブル近郊の村を舞台にした『田舎医者』
でも描かれている。ブランドン夫人の死においては、「この土地の風習にしたがって、聖水盤と
ツゲの枝と十字架像が置かれ」たと言われており、やはりツゲの枝を聖水に浸して柩に振りかけ
るために準備されている。ほかの作品も見てゆくことで、地方や時代によって異なる、あるいは
伝統的に変わることなく継承されているカトリックの風習を読み取ることができるだろう。
２．死者の典礼の形式
　ヴィレムセンス夫人の臨終に立ち会ったのは、サン＝シールの主任司祭一人と、十字架を掲げ
る侍者の少年一人、そして、ひざまずいて祈る息子二人と老召使いと小作人の家族である。老司
祭から最後の聖体を拝領し、言及されてはいないものの告解と終油の秘蹟も行われ、息を引き
取っている。助任司祭と長男ルイによる通夜の祈りがなされ、翌朝の埋葬では、サン＝シールの
司祭による碑銘の刻まれた「何の飾りもない十字架」が立てられている。
　モルソフ夫人は、ビロトー神父に生涯の罪の総告解をしたあとで、夫と身近な者たちにも罪の
赦しを乞い、そののちにサッシェの主任司祭から終油の秘蹟と臨終聖餐を受けて亡くなっている。
死の床は伯爵とフェリックス、二人の神父とサッシェの主任司祭によって一晩中守られ、翌々日
の埋葬の日は、彼女が人知れず数々の善行を降り注いだこの村の住民たちが駆けつける中、満員
の教会で死者ミサが行われ、彼女の願いどおり「何の飾りもない黒い木の十字架」のもとに葬ら
れる。
　グララン夫人は市民階級であるが、慈善事業の規模の大きさのため、そして償いの大きさのた
めに、きわだって荘厳な儀式が執り行われている。教会からは大司教、ボネ神父、モンテニャッ
ク村と近隣の司祭たち、侍者の子供８人に堂守２人が集まり、祭壇が建てられ、夫人が寄進した
美しい備品で飾られている。ここで夫人の望んだ公開懺悔が行われ、ボネ神父による罪障消滅の
宣告がなされたあと、大司教による終油の秘蹟と最後の聖体を授かっている。そして感動的なの
は、亡骸となった彼女を囲み、司祭全員による〈深き淵より〉が歌われる場面である。二日後の
埋葬では、ヴェロニックの亡骸は母親の配慮によりタシュロンの墓のそばに葬られている。
　最後の罪の告白から埋葬にいたるまで、基本の流れは同じでありながら、ヴィレムセンス夫人
のつつましい死の場面から、総告解のあと夫への告白と謝罪を行ったモルソフ夫人、きわめて荘
厳で公開懺悔をも加えたグララン夫人の儀式まで、それぞれの相違も印象深い。
３．宣誓拒否司祭
　モルソフ夫人の聴罪司祭であるラ・ベルジュ神父とビロトー神父は宣誓拒否司祭であることが
明示されており、グララン夫人のボネ神父も「愛国的司祭というのはナンセンスです。司祭とは
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神にのみ従属すべきものです」（49）と語っており、宣誓拒否司祭であることがわかる。
　「宣誓拒否司祭」、あるいは「非宣誓司祭」とは、革命期の1790年に公布された聖職者市民基本
法への宣誓を拒否した聖職者のことである。憲法制定国民議会はこの法律により聖職者の公務員
化を図り、全聖職者に「国民、法律、国王に忠実である」と宣誓することを課したが、翌1791年
には、ローマ教皇ピウス６世が聖職者市民法への反対を公式に表明、フランスのカトリック教会
は二つに分裂するにいたった。地域差は大きいが、フランス全体で約半数の聖職者が宣誓を行っ
たとされている（50）。敬虔な信者たちから見れば、宣誓司祭というのは、革命に忠誠を誓うこと
で「キリストを否定した」のであり、信仰上信頼することはできなかった（51）。「宣誓司祭」の例
としては、バルザックの哲学小説『ルイ・ランベール』（1832-1835）に登場する主人公ルイの伯
父を挙げることができる。彼は宣誓司祭の資格で、革命期に修道院や城館から略奪され、量り売
りされた貴重書の中から最良の本を２～３千冊選び、所有していたが、その後、宣誓司祭である
ために主任司祭職を追われてブロワに移り住み、しかし信仰の篤いブロワで革命派や宣誓司祭は
受け入れられず、忌み嫌われて晩年を過ごしたとされている。モルソフ夫人とグララン夫人が自
らの聴罪司祭として選んだのは宣誓拒否司祭であり、神に仕える真の司祭が二人を霊的助言によ
り支え、導いていたのであった。
４．罪の清算
　ブランドン夫人とモルソフ夫人は30代半ばで、グララン夫人は42歳で、それぞれ心に受けた深
い傷がもとで衰弱し、死んでゆく。これら女性３人に共通するのが、「罪の赦し」というテーマ
である。みな聴罪司祭に告白を行い、宗教的な罪の赦しを得ているのに加え、ブランドン夫人は
愛する人を殺した夫を赦し、モルソフ夫人は夫と身近な者たちすべてに赦しを乞い、グララン夫
人は生前からの苦行帯と節食と慈善事業によって、そして公開懺悔によって贖罪を果たす。自ら
の犯した罪の赦しを得ること、また、他者の罪を赦すこと──地上における罪の清算が、３人の
女性の最後の悲願となっている。
５．天使の守護
　カトリックの死者の典礼では、埋葬式で歌われる〈イン・パラディスム（天国へ）〉に見られ
るように、天使と聖人たちが死者の魂を出迎え、天国に導いてくれることを繰り返し祈るが、モ
ルソフ夫人とグララン夫人の死の床にはすでに守護の天使が寄り添っている。モルソフ夫人は剣
を持つ天使と香炉を揺らす熾天使に守護されていた。また、彼女の死を予告するかのように響く
お告げの鐘も、天使ガブリエルが聖処女マリアにかけた祝詞から取られたものであり、地上にお
ける女性の罪をあがない、清められて生を終えるアンリエットへの天からの祝詞として受けとめ
られる祈りである。グララン夫人も、公開懺悔の許可が下り、内面の喜びが溢れ出たその表情は、
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守護天使の炎の剣が反射しているかのように清らかに照り輝く。告白を終えた彼女の顔は、来世
の黎明と天上の色合いに染められ、すでに天の光を受けはじめている。
　『ざくろ屋敷』、『谷間の百合』、『村の司祭』は、19世紀前半のフランスに生きた女性たちが、
自らの罪と向き合い、臨終までに身を整えて地上の生を終える軌跡を描いた精神の物語である。
また、この時代に司祭が人々の生活にどのように寄り添い、霊魂を導く役割を果たしていたか、
臨終という人生で最も重要な場面において、教会がどのように介入し、典礼儀式が行われたか、
19世紀フランスの信仰生活のありようを示す記録でもある。今回は地方に生きる女性の臨終の場
面を見てきたが、バルザックの他の作品における死の場面の描かれ方、カトリック典礼や風習の
様子を引き続きたどってゆきたい。
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